
   

                                         

                                     
           

       
 
 

         

新年明けましておめでとうございます。

昨年は、東北・近隣の栄村で震災があり、

大変哀しく辛い年となりましたが、その中

でも復興を通して人の温かさを感じること

ができた一年だったのではないでしょう

か？ 

 今年は病棟に笑い声が響く一年にしたい

との思いから、１月１８日に行なわれた新

年会では、職員による二人羽織を企画し

ました。職員も初めての試みで、「笑いが

起きなかったらどうしよう・・・。」と、始める

前はドキドキでした。 

 いざ本番になると、お化粧の口紅は頬の

辺りに行ったり、うどんを食べようとしても

鼻の中に入ったりと、前と後ろの二人の息

が合わず、見ている患者様は大笑い。終

わってからも、「もっとやってー！」とアンコ

ールの声も上がって、会場は大盛り上がり

でした。 

やっていた職員は汗だくでフーフーでし

たが、患者様に楽しんでいただけて良か

ったです。 

（豊野病院介護員：小林 泉） 
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ハプニング連発！！（笑） 


